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2014年３月期 第1四半期
（2013年4月1日～2013年6月30日）

決算補足資料

【売上】 金融ｿﾘｭｰｼｮﾝとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝITが増収を牽引

【利益】 売上総利益率の低下により、売上総利益は前年同期並み

販管費は微増となったため、営業損益/経常損益は減益

四半期純損益は、前年同期は特別損失の計上があったため、損失減少

(1)2014年3月期 第1四半期連結業績
単位：百万円

2014年3月期
第1四半期

前年同期との比較

前年同期 増減額 増減率

売上高 14,956 14,084 ＋872 ＋6.2%

売上総利益 4,116 4,157 ▲41 ▲1.0%

売上総利益率 27.5% 29.5% ▲2.0pts －

販売費及び一般管理費 4,548 4,482 ＋66 ＋1.5%

営業損益 ▲431 ▲325 ▲106 －

営業利益率 ▲2.9% ▲2.3% ▲0.6pts －

経常損益 ▲301 ▲261 ▲40 －

四半期純損益 ▲179 ▲219 ＋40 －
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(2)連結営業利益の減益要因
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(単位：百万円)

2013年３月期
第１四半期
営業損失

2014年３月期
第１四半期
営業損失

販管費
増加

▲41

▲325

売上総利益
減益

▲431

▲66

営業利益
▲106
減益

・ 増収効果（＋2.5億円）

・ 円安による原価増（▲1.6億円）

・ ｿﾌﾄｳｪｱ製品の償却費増（▲1.5億円）

・ 中国、ASEAN等の社員増に
伴う人件費増 （＋0.9億円）

(3)事業セグメント別 連結売上高

金融 ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ/地域金融機関/ﾈｯﾄ系金融機関/ﾘｰｽ会社向けが拡大

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ ﾋﾞｼﾞﾈｽ系は、基幹ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝが伸び悩み

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ系は、ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽを中心に堅調に推移

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 電通向けの拡大に加え、電通との協業ﾋﾞｼﾞﾈｽが堅調に推移

単位：百万円

事業セグメント
2014年３月期

第1四半期

前年同期との比較

前年同期 増減額 増減率

金融ソリューション 4,888 4,304 ＋584 ＋13.6%

エンタープライズソリューション 6,354 6,649 ▲295 ▲4.4%

ビジネス系 2,362 2,845 ▲483 ▲17.0%

エンジニアリング系 3,992 3,804 ＋188 ＋4.9%

コミュニケーションIT 3,712 3,129 ＋583 ＋18.6%

合計 14,956 14,084 ＋872 ＋6.2%
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(4)サービス品目別 連結売上高

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 製造業の製品開発分野が拡大
受託ｼｽﾃﾑ開発 電通、ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ、ﾈｯﾄ系金融機関向けが拡大
ｿﾌﾄｳｪｱ製品 地域金融機関向けｿﾘｭｰｼｮﾝ「BANK・R」、ﾘｰｽ業向け海外拠点基幹

業務ｿﾘｭｰｼｮﾝ「LAMP」、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ「iPLAss」等が拡大
ｿﾌﾄｳｪｱ商品 3次元CAD「NX」は堅調も、基幹ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝが伸び悩み
ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・運用保守 既存顧客向けを中心にほぼ前期並みに推移
情報機器販売・その他 前年同期の大型案件の反動減
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単位：百万円

サービス品目
2014年３月期

第1四半期

前年同期比

前年同期 増減額 増減率

コンサルティングサービス 485 361 ＋124 ＋34.3%

受託システム開発 5,572 4,204 ＋1,368 ＋32.5%

ソフトウェア製品 1,842 1,710 ＋132 ＋7.7%

ソフトウェア商品 4,447 4,743 ▲296 ▲6.2%

アウトソーシング・運用保守サービス 1,380 1,402 ▲22 ▲1.6%

情報機器販売・その他 1,229 1,661 ▲432 ▲26.0%

合計 14,956 14,084 ＋872 ＋6.2%

(5)連結貸借対照表
単位：百万円

2014年３月期
第1四半期末

前期末
2013/3/31

前期末
からの増減

前期末からの増減の主な要因

流動資産 36,951 38,145 ▲1,194 売掛債権の減少

固定資産 19,668 20,653 ▲985 時価変動等による投資有価証券の減少

資産合計 56,619 58,798 ▲2,179

流動負債 16,368 17,214 ▲846
買掛債務の減少、賞与支払いによる未払費
用の減少、納税による未払法人税等の減少

固定負債 3,419 3,679 ▲260 繰延税金負債の減少

負債合計 19,787 20,894 ▲1,107

純資産合計 36,831 37,903 ▲1,072
四半期純損失の計上及び剰余金の配当に
よる利益剰余金の減少、時価変動によるそ
の他有価証券評価差額金の減少

負債純資産合計 56,619 58,798 ▲2,179
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(6)受注・受注残

サービス品目別
受注高 受注残高

2014年３月期
第1四半期

前年同期比
2014年３月期

第1四半期
前年同期比

受託システム開発 7,399 ＋2.2% 6,830 ＋5.1%

ソフトウェア製品アドオン開発 899 ＋13.4% 1,525 ＋23.9%

ソフトウェア商品アドオン開発 1,840 ▲11.2% 1,678 ▲4.2%

合計 10,139 ＋0.3% 10,034 ＋5.8%

（単位：百万円）

事業セグメント別
受注高 受注残高

2014年３月期
第1四半期

前年同期比
2014年３月期

第1四半期
前年同期比

金融ソリューション 4,501 ＋21.4% 4,185 ＋19.4%

エンタープライズソリューション 2,240 ▲8.0% 2,449 ▲12.7%

コミュニケーションIT 3,396 ▲14.2% 3,399 ＋7.3%

合計 10,139 ＋0.3% 10,034 ＋5.8%

受注・受注残は、当社のｻｰﾋﾞｽ品目のうち、受託ｼｽﾃﾑ開発、ｿﾌﾄｳｪｱ製品およびｿﾌﾄｳｪｱ商品のｱﾄﾞｵﾝ開発のみが対象です。
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ、ｿﾌﾄｳｪｱ製品・商品のﾗｲｾﾝｽ、ﾗｲｾﾝｽ保守、ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・運用保守ｻｰﾋﾞｽ、情報機器等は含まれておりません。
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業績予想
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注） この資料に記載しております業績の予想数値は、業界の動向、顧客の状況
、その他現時点で入手可能な情報による判断及び仮定により算出した見通
しであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、
予想に内在する不確定要因や内外の状況変化等により、実際の業績は当
該予想とは異なる場合がありますのでご承知おきください。



◆ 2014年3月期 連結業績予想
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 2013年5月10日に発表した業績予想から修正はありません。

（百万円） （百万円）

2014年
3月期

上期予想

前期との比較 2014年
3月期

通期予想

前期との比較

前期実績 増減額 増減率 前期実績 増減額 増減率

売上高 34,900 33,867 +1,033 +3.1% 75,500 72,764 +2,736 +3.8%

営業利益 920 1,477 ▲557 ▲37.7% 4,460 4,192 +268 +6.4%

営業利益率 2.6％ 4.4％ ▲1.8p － 5.9% 5.8% +0.1p －

経常利益 1,040 1,609 ▲569 ▲35.4% 4,700 4,311 +389 +9.0%

当期純利益 630 946 ▲316 ▲33.4% 2,870 2,622 +248 +9.5%

(9)事業セグメント別 連結売上高予想

（百万円） （百万円）

2014年
3月期

上期予想

前期との比較 2014年
3月期

通期予想

前期との比較

前期実績 増減額 増減率 前期実績 増減額 増減率

金融ソリューション 9,919 9,561  +358 +3.7% 21,879 20,357  +1,522 +7.5%

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｿﾘｭー ｼｮﾝ 16,469 16,121 +348 +2.2% 36,521 33,509 +3,012 +9.0%

ビジネス系 6,647 6,537 +110 +1.7% 14,938 13,117 +1,821 +13.9%

エンジニアリング系 9,822 9,583 +239 +2.5% 21,582 20,392 +1,190 +5.8%

コミュニケーションＩＴ 8,511 8,184 +327 +4.0% 17,098 18,897 ▲1,799 ▲9.5%

合計 34,900 33,867 +1,033 +3.1% 75,500 72,764 +2,736 +3.8%
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 2013年5月10日に発表した業績予想から修正はありません。



(10)サービス品目別 連結売上高予想

（百万円） （百万円）

2014年
3月期

上期予想

前期との比較 2014年
3月期

通期予想

前期との比較

前期実績 増減額 増減率 前期実績 増減額 増減率

コンサルティング 1,337 1,278 +59 +4.6% 3,294 3,054 +240 +7.9%

受託システム開発 11,299 11,152 +147 +1.3% 23,730 24,864 ▲1,134 ▲4.6%

ソフトウェア製品 5,588 4,011 +1,577 +39.3% 12,875 8,986 +3,889 +43.3%

ソフトウェア商品 11,170 11,167 +3 +0.0% 23,884 22,330 +1,554 +7.0%

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸ・゙運用保守 3,030 3,090 ▲60 ▲1.9% 6,355 6,529 ▲174 ▲2.7%

情報機器販売・その他 2,474 3,166 ▲692 ▲21.9% 5,358 6,998 ▲1,640 ▲23.4%

合計 34,900 33,867 +1,033 +3.1% 75,500 72,764 +2,736 +3.8%
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 2013年5月10日に発表した業績予想から修正はありません。

主要プレスリリース ＜2013年4月～2013年7月＞
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金融ソリューションセグメント
4/17 決済管理ソリューション「流動性管理システム」の新日銀ネット第2段階対応に向けた開発に着手

5/7 地域金融機関の融資・営業プロセス改革をトータルで支援する「BANK・R 4s」の提供を開始

5/20 ISIDと日本動産鑑定、動産評価情報サービスの提供で業務提携

エンタープライズソリューションセグメント
4/16 トヨタ自動車北海道がISIDの統合人事パッケージ「POSITIVE」を採用

4/25 「JASA-クラウドセキュリティ推進協議会」の設立に参加

5/27 住友ゴムグループの中国統括会社に連結会計システム「STRAVIS」を提供

6/4 生命保険会社の新会計システムをOracle EBSで構築

6/12 SAP対応BIフレームワークの高速化版「BusinessSPECTREアプライアンス」を提供開始

6/13 統合人事パッケージ「POSITIVE」「STAFFBRAIN」の最新バージョンを発表

6/17 連結会計システム「STRAVIS」の最新版を発表

6/25 SAP®ERPクラウドを短期・固定価格で導入するサービスを開始

7/3 統合人事クラウドサービス「POSITIVE on CLOUDiS」をアマゾン ウェブ サービス上で提供開始

7/10 SAP®ユーザー向けデータ活用ソリューション「BusinessSPECTRE BIテンプレート」を拡充

コミュニケーションＩＴセグメント
4/23 4月26日まちびらきのグランフロント大阪で、ISID提供による世界初のソーシャルシティ・プラットフォームが稼働

5/7 電通とISID、新しいCRMプラットフォーム「CubeD™（キューブディー）」を開発

クラウド・オープンイノベーション研究所･他
4/22 ミラーサイネージを活用した新しいチャリティの形を提案する「スマイル募金プロジェクト」を開始

6/11 テレビの未来をITで創造するプロジェクトチーム「テレビラボ」を立ち上げ

7/25 広島県竹原市を舞台にした人気アニメ「たまゆら」公式アプリを開発


